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第一回「まちづくりワークショップ」の概要をお伝えします！ 
１２月２日・４日に行いました「まちづくりワークショップ」にご参加いただき、ありがとうございま 

した。 

第一回まちづくりワークショップは、１８班地区を災害に強い安全・安心なまちにするために、道路の 

配置・幅員と減歩率の関係をご確認いただくとともに、減歩率の仕組みをよりご理解いただくために皆さ 

んでお話し合いなどをしていただきました。また、共同化のメリット・デメリットについての説明もさせ 

ていただきました。 

今回のニュースでは当日の様子をお伝えいたします。 

（注）第一回まちづくりワークショップでご検討いただいた内容は、直接事業計画となるものではありません。 

ステップ１）はじめに～沿川まちづくり課長あいさつ 

北小岩江戸川町会あいさつ 

スタッフ紹介 

ステップ２）グループ内自己紹介 

ステップ３）区画整理の減歩について考えてみませんか 

ステップ４）必要な道路幅員を話し合ってみて下さい 

ステップ５）減歩率を計算してみて下さい 

ステップ６）グループごとに発表をお願いします 

ステップ７）減歩率を軽減する方法を考えて下さい 

ステップ８）建物の共同化を考えてみませんか 

ステップ９）最後に区から 

《当日のプログラム》 

⇒裏面に続きます。 

ステップ３ ４ｍ、５ｍ、６ｍの幅員別の道路を会場の 

床にテープで設定し、道路の使い勝手や、実際に車がす 

れ違うことができるのか等について、幅員別道路の特徴 

を体験していただきました。 

「４ｍでは車のすれ違いが難しいが、減歩率は少ない」 

「６ｍ道路もいいが、減歩率が大きくなってしまうので、 

車のすれ違いを考えて５ｍがいい」などのご意見があり 

ました。 

ステップ３ 減歩の内容について、まちづくりの専門家 

より説明を行いました。専門家から「家屋の建て替え再 

築にあたっては、建築基準法で４ｍ以上の道路に接して 

いなければなりません。１８班地区の現状道路のままで 

は、多くの方が建物を建て替えることができません。建 

て替えの際には、多くの方々は後退していただく必要が 

あります」などの説明がありました。



頂いたご意見は、まちづくりを検討する参考にさせていただきます。 

ご参加頂いたみなさま、お疲れ様でした。 

☆先日配布させていただきましたアンケート調査へのご協力をお願いします。 

返信用封筒にてポストにご投函下さい！ 

なお、結果については次回のまちづくりワークショップで報告させていただく予定です。 

第二回まちづくりワークショップは、第一回と同様にＡ・Ｂの２グループにわけて２日間行いたい 

と思います。皆様のご参加をお待ちしております。 

日 時 １／１３（土） 午後７時～９時（予定）前回のＡグループの皆さま 

１／１５（月） 午後７時～９時（予定）前回のＢグループの皆さま 

場 所 小岩アーバンプラザ集会室 

※詳細な内容につきましては、年明けの１８班まちづくりニュースにてお知らせいたします。 

第二回 まちづくりワークショップのお知らせ 

＜お問い合わせ先＞ 

沿 
えん 

川 
せん 

まちづくり課推進第一係まで ℡ ５６６２－６７３５ 
【URL】http://www.city.edogawa.tokyo.jp/sec_ensen/index.html 

ステップ４、５ 現在の住宅配置のまま、必要な道路を 

増やし道路幅員を広げると、どのくらいの減歩率になる 

のか、またこの地区の道路にはどれくらいの幅員が必要 

なのかなどを話し合っていただきました。 

そして、話し合っていただいた結果を、１８班地区の 

地図に記入していただきました。 

ステップ６ 最後に各グループで幅員ごとに色分けされた 

地図を貼り出し、どうしてそのような幅員になったのかなど 

の話し合われた内容や減歩率について発表していただきま 

した。 

その際に様々な意見をいただきました。 主な意見は以下の 

通りです。 

・ＪＲ沿いの道路は広げて、千葉街道に車が抜けられるよう 

にしたい。 

・ＪＲ沿いから国道 14 号につながる道路は、救急車や消防 

車が通れる６ｍ道路にしたい。 

・６ｍ道路では通過交通が多くなり、減歩率も高くなってし 

まう。 

・生活道路は、容積率が低くなっても４ｍでよい。 

・現在のコミュニティーが維持できるような幅員にしたい。 

……など


